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‥－！一一一、．一一∴∴：了…∴・∴一一．．ト一一十1－：；・一　鵠言　　「

沖
護市辺野古への米軍普天間飛行場の移設を巡り県と国が対立するなか、

演出の佐藤利勝さん（62）は「沖縄の問題を人ごとと思わず考える機会に

してほしい」と話している。　　　　　　　　　　　　　　（松村裕子）

【吉宗明雪駄蔑票蓬讐等警備「済
邸争絡戯秋款と屠り…

「太陽の子」は一九七〇
年代、神戸の沖縄料理店が舞台。店を営む沖縄出身の両親を持つ女の子「ふうちゃん」が、先の大戦の沖縄戦で心の傷を負った父や手りゆう弾で片腕を失った男性ら、店に集う沖縄出身者を通じ沖縄と戦争を知り、困難を乗り越えて未来に進む成長物語。

小中学生を含む団員二十

一人が出演。団員たちは八月から週二回、けいこを重ねてきた。「自分のことのように胸が痛む」という意味の沖縄の言葉「ちむぐりさ」が使われ、沖縄戦の悲惨さや沖縄への差別を描く。一方で、プロから沖縄の歌と踊り、三線の指導を受け、子どもたちの踊りで

考
え
る
機
会
に

沖
縄
文
化
の
美
し
さ
を
表
現
す

る
。
佐
藤
さ
ん
は
「
テ
ー
マ
は

重
た
い
が
、
楽
し
い
と
こ
ろ
も

あ
る
」
と
紹
介
す
る
。

三
時
間
に
及
ぶ
「
太
陽
の

子
」
を
上
演
す
る
の
は
九
年
ぶ

り
。
毎
秋
、
社
会
派
劇
を
上
演

し
て
い
る
が
、
今
年
は
創
立
四

十
五
年
、
け
い
こ
場
建
設
十
年

を
記
念
し
、
こ
の
大
作
を
選
ん

だ
。
当
初
、
任
期
満
了
に
よ
る

沖
縄
知
事
選
が
十
一
月
に
行
わ

れ
る
こ
と
も
見
込
ん
で
い
た

が
、
期
せ
ず
し
て
翁
長
雄
志
前

知
事
の
死
去
、
移
設
反
対
の
玉

城
デ
ニ
ー
新
知
事
誕
生
で
、
さ

ら
に
沖
縄
に
注
目
が
集
ま
る
時

期
の
再
演
に
な
っ
た
。

団
員
に
戦
争
体
験
者
は
お
ら

ず
、
九
月
に
は
沖
縄
の
話
と
歌

を
聴
く
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
催

し
、
団
員
自
身
が
勉
強
し
た
。

ふ
う
ち
ゃ
ん
を
演
じ
る
市
内
の

大
学
一
年
、
北
谷
多
嬉
さ
ん

（
一
む
は
「
ふ
う
ち
ゃ
ん
と
一
緒

に
学
ん
で
、
感
じ
た
こ
と
を
伝

え
た
い
」
と
意
気
込
む
。

前
売
り
券
千
五
百
円
（
当
日

千
八
百
円
）
、
学
生
千
円
（
同

千
三
百
円
）
。
問
い
合
わ
せ
は

劇
団
「
ひ
の
」
＝
電
0
4
2

（
5
8
4
）
3
4
3
6
＝
へ
。

日
野
の
劇
団
「
ひ
の
」
、
「
太
陽
の
子
」
上
演
来
月
1
～
1
6
日


